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農業を通じて「食」を学ぶ

第12回氷川町特産料理コンクール

友好町交流事業／
「道の駅」竜北ウォーキング2016

すくーるらいふ（氷川中学校）

第11回「次世代」育成推進フォーラムin
氷川町／第12回氷川町文化祭

平成27年度決算に基づく
健全化判断比率・資金不足比率公表

平成29年度保育園入園申し込みのご案内

償却資産（固定資産税）申告について

ひかわスポーツクラブだより！！
／八火図書館だより

まちのトピックス！

けんこう便り

こころの健康コーナー
／認知症キャラバンメイトだより

立神峡だより

町民文芸

くらしの情報

伝言板／ひとのうごき／氷川町の火災・救急件数

12月カレンダー

ひかわっ子写真館／編集後記

C o n t e n t s

　取材の帰りにふと氷川の河川敷に目が行きました。春や夏は草花が生い
茂り、鮮やかな色であふれていましたが、今はその色も減りススキたちが風
になびく姿に寒々しい印象を受けました。秋もふけて次第に冬色に染まっ
ていきますね。

（11月17日撮影　立神）

特
集

農
業
を
通
じ
て「
食
」を
学
ぶ

も
ち
米
の
学
校
２
０
１
６

▲親子で仲良く収穫を体験しました

　
11
月
６
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、も
ち
米
の
学

校
２
０
１
６
の
稲
刈
り
が
お
行
わ
れ
、月
乃
輪
保
育
園
の
園
児

や
町
内
外
の
親
子
54
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
も
ち
米
の
学
校
は
、ひ
か
わ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ク
ラ
ブ
が
主
催
す
る

発
足
当
初
か
ら
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
で
す
。も
ち
米
栽
培
の
体
験
を

通
じ「
食
の
大
切
さ
」「
農
業
へ
の
理
解
」を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、７
月
に
田
植
え
、８
月
に
か
か
し
づ
く
り
、11
月
に
稲
刈
り
行

い
全
行
程
が
修
了
し
ま
す
。今
回
の
稲
刈
り
で
は
、ひ
か
わ
ツ
ー
リ

ズ
ム
ク
ラ
ブ
員
や
Ｊ
Ａ
竜
北
町
青
壮
年
部
な
ど
か
ら
収
穫
の
説

明
を
受
け
、親
子
で
仲
良
く
実
っ
た
稲
を
鎌
で
刈
り
取
り
し
、千
歯

扱
き
を
使
っ
た
脱
穀
も
体
験
し
ま
し
た
。

　
稲
刈
り
の
後
は
、豊
作
を
祝
い
足
踏
み
餅
つ
き
機
で
の
餅
つ
き

体
験
も
実
施
。子
供
た
ち
は
、も
ち
米
が
お
餅
に
な
っ
て
い
く
様

子
を
間
近
で
体
験
し
ま
し
た
。

　
今
回
収
穫
し
た
も
ち
米
は
、年
末
に
町
内
の
仮
設
住
宅
の

方
々
に
呼
び
か
け
、餅
つ
き
体
験
と
つ
き
た
て
の
お
餅
を
振
る

舞
う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、ひ
か
わ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ク
ラ
ブ
は
、地
域
と
の
交
流
や
連

携
を
は
か
り
、地
元
小
学
校
の
農
業
体
験
な
ど
に
も
協
力
し
、食

育
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
活
動
の
推
進
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。そ

の
ほ
か
、旬
の
野
菜
の
収
穫
体
験
や「
吉
野
梨
の
木
オ
ー
ナ
ー
制

度
」な
ど
と
い
っ
た
氷
川
町
な
ら
で
は
の
農
業
体
験
を
実
施
し
、

町
内
か
ら
町
外
へ
向
け
て
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
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▲美味しいお餅に大満足♪ ▲千羽扱きを使った脱穀にもチャレンジ ▲親子で仲良く収穫を体験しました

▲たくさん収穫したよ！

▲子どもたちは全身で餅つきを体験



ひかりん

No.134 12月号
ひかりん

No.134 12月号

道の駅レストランで
商品化決定!!

広報ひかわ 2016.12 4

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、氷
川
町
の

特
産
品
を
利
用
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
料
理
を
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

新
し
い
食
べ
方
の
提
案
、地
産
地
消

の
普
及
・
販
路
拡
大
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、『
氷
川
町
の

新
鮮
な
特
産
物
を
使
っ
た
加
工

品
』で
、料
理
の
部
と
お
菓
子
の
部

の
２
部
門
。ト
マ
ト
や
生
姜
、梨
を

使
っ
た
料
理
や
れ
ん
こ
ん
、も
ち

粉
、晩
白
柚
ジ
ュ
レ
を
使
っ
た
お
菓

子
な
ど
13
点
が
な
ら
び
ま
し
た
。

熊本のピリッと辛いしょうが姉ちゃんのこ
だわりカレーパン

トマトがみそよ！豚肉トマチー巻き

氷
川
町
の
お
い
し
い
を
発
掘

第
12
回 

氷
川
町
特
産
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

　
10
月
23
日
、道
の
駅
竜
北 

氷
川
町
物
産
館
で
第
12
回
氷
川
町
特
産
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
が
あ
り
、11
の
団
体
・
個
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

▲美味しい料理に審査も難航

▲表彰式の様子

▲道の駅物産館レストランにお越しください

【料理の部】　 【お菓子の部】

【銅賞】小牟禮彩音さん（西上宮）

―ビストログリーン賞受賞作品―

【銀賞】小島美津留さん（北鹿野）

トマトとナシのカッテージチーズカレー レンコンチーズバー

レンコンいっパイ

アップルトマトジャム

【金賞】吉田明日香さん（有佐） 【金賞】小島美津留さん（北鹿野）

【銀賞】小島美津留さん（北鹿野）

【銅賞】　足立愛実さん（八代市）

　徳田あけみさん（八代市）の「魚と野菜スー
プ」の作品がビストログリーン賞に輝きまし
た。この作品は、道の駅物産館レストランに
おいて、12月1日（木）から29日（木）まで販売
していますので、ぜひご賞味ください。
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10
月
28
日
か
ら
４
日
間
の
日
程
で
友
好

町
で
あ
る
北
海
道
大
空
町
と
の
交
流
事
業

が
行
わ
れ
、梨
部
会
か
ら
の
参
加
者
５
人

を
含
む
８
人
が
大
空
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、両
町
共
通
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
通
し
て
の
交
流
を
テ
ー

マ
と
し
、大
空
町
の「
第
33
回
も
こ
と
山
ふ

き
お
ろ
し
マ
ラ
ソ
ン
」に
参
加
し
ま
し
た
。

　「
も
こ
と
山
ふ
き
お
ろ
し
マ
ラ
ソ
ン
」は

標
高
千
メ
ー
ト
ル
の
藻も

こ
と琴
山
か
ら
標
高
差

６
７
８
メ
ー
ト
ル
を
、秋
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
の

豪
快
な
自
然
の
中
駈
け
下
る
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
コ
ー
ス
が
特
徴
の
大
会
で
す
。

　
前
日
は
初
雪
も
降
り
、少
々
肌
寒
さ
は

あ
る
も
の
の
、当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
絶
好

の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
と
な
り
ま
し
た
。全
員
が

５
㎞
以
上
、う
ち
３
人
は
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

を
走
り
、ゆ
る
や
か
な
傾
斜
が
延
々
と
続

く
コ
ー
ス
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、大
空
町
の

素
晴
ら
し
い
景
色
を
堪
能
し
、無
事
完
走

し
ま
し
た
。

　
10
月
30
日
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
、

ゴ
ー
ル
と
す
る「
道
の
駅
」竜
北
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
２
０
１
６

が
開
催
さ
れ
、町
内
外
か
ら
過
去
最
高
と
な
る
３
７
０
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
、野
津
古
墳
群
を
巡
る
10
・
５
㎞
と
宇
城
氷

川
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
巡
る
５
・
０
㎞
の
２

コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
掛
け
声
と
と
も
に
元
気
に
ス
タ
ー
ト

す
る
と
、歴
史
香
る

古
墳
群
や
フ
ル
ー
ツ

ロ
ー
ド
を
巡
り
、氷

川
町
の
秋
の
景
色

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昼
食
で

は
、担
い
手
女
性
グ

ル
ー
プ
に
よ
り
、豚

汁
が
振
る
舞
わ
れ
、

参
加
者
た
ち
は
氷

川
町
の
秋
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、梨
部
会
が
農
業
体
験
学
習
で
生

徒
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
る
東
藻
琴（
ひ
が

し
も
こ
と
）高
校
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、昨

年
氷
川
町
を
訪
れ
た
生
徒
た
ち
と
の
再
会

も
あ
り
、心
温
ま
る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
事
業
を
通
し
て
多
く
の
町
民
の

方
が
交
流
を
深
め
る
場
を
つ
く
り
、友
好
町

と
し
て
共
に
支
え
合
い
、刺
激
を
受
け
合

う
関
係
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

▲もう一息、がんばります！

▲参加者には特産みかんのお土産

▲秋の実りを感じて

▲自然いっぱいで楽しくウォーキング▲大野窟古墳前では古墳の勉強

▲ -15℃は濡れタオルも凍ります
▲東藻琴高校を訪問しました

歴
史
と
自
然
を
満
喫

マ
ラ
ソ
ン
を
通
じ
て
の
交
流

「
道
の
駅
」竜
北
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
２
０
１
６

友
好
町
交
流
事
業
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すくーる
　らいふ
school life
（氷川中学校）

地 域 に 貢 献 す る 氷 川 中

夏祭りや敬老会に参加しました

町の農業・商工店・事業所を「元気」で応援します。

　氷川中は地域とともにある学校です。生徒たちは、学
校教育の中だけでは学べない大切なことを、氷川町を
舞台に、氷川町の大人たちから学ばせてもらっていま
す。生徒たちは、そんな氷川町に恩返し（貢献）をした
いと、『元気』と『氷川中プライド』を持って町で活動して
います。復興と町の活性化にがんばっている町の人た
ちを元気のパワーで応援します。

　新村の夏祭り、総踊り、地蔵祭りに参加しました。氷川町のみなさんから、「氷川中は元気があって、とてもいい!!」
と声をかけていただきました。いつも氷川町にお世話になっている氷川中です。少しでも町を賑わせることができ
るよう、これからも参加します。

　1年生は農業体験を、2年生は職場体験をしました。町の農業と商工業や事業所で働く体験をさせていただきま
した。「中学生の若さで町を元気にしよう。」と張り切っていたのですが、やはりここでも元気をもらったのは生徒た
ちでした。ありがとうございました。
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チャレンジショップ

三神宮秋季例大祭で町を駆けました!!

　1年生での農業体験、2年生での職場体験、いろんな行事や祭りでお世話になった町の皆さんに恩返しをしたい
と、今年もバザーをやりました。仕入れから管理、販売まで生徒たちが自分たちでやりました。たくさんの町の方に
来店いただきました。

　秋晴れの10月13日。今年も氷川中はポニー花馬の奉納と神輿で祭りに参加しました。壊れたままの鳥居やまだ
ブルーシートがのったお家を通る時、生徒たち、先生たち、祭り実行委員会の大人たちみんなで一日も早い復興を
祈念しました。
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フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、ま
ず「
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
発
表
と
し
て
宮
原
小
学

校
４
年
生
に
よ
る
演
奏
と
合
唱
、氷
川
中

学
校
選
抜
合
唱
隊
に
よ
る
合
唱
が
行
わ

れ
、素
晴
ら
し
い
演
奏
と
歌
声
が
会
場
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、宮
城
県
石
巻
市
立
蛇
田
中

学
校
校
長
で
あ
り
、文
部
科
学
省
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
推
進
Ｃ
Ｓ
マ
イ
ス
タ
ー
と
し

て
も
広
く
活
動
を
さ
れ
て
い
る
今
泉
良
正

校
長
の
講
話
が
あ
り
、本
町
が
進
め
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
の
推
進
に
多
く

の
示
唆
を
い
た
だ
く
有
意
義
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
泉
校
長
は
石
巻
市
在
住
で
あ

り
東
日
本
大
震
災
も
経
験
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、同
じ
被
災
地
と
し
て
復
興
に
役
立

て
ば
と
、映
像
や
写
真
を
交
え
て
ご
自
分
の

経
験
や
体
験
談
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
そ
の
後
は
、復
興
支
援
派
遣
員
と
し
て
、

被
害
の
大
き
か
っ
た
益
城
町
立
益
城
中
学

校
に
５
カ
月
間
派
遣
さ
れ
た
氷
川
中
学
校

の
矢
鉾
清
一
郎
教
諭
か
ら
の
報
告
が
あ
り
、

益
城
中
で
学
ん
だ
こ
と
を
氷
川
町
の
教
育

に
も
生
か
し
て
い
き
た
い
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

▲宮原小学校（上）と氷川中学校（下）生徒による合唱

▲矢鉾清一郎教諭からの報告▲講演頂いた今泉良正校長

地
域
と
学
校
の
連
携
で「
子
育
て
」を
考
え
る

第
11
回「
次
世
代
」育
成
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
氷
川
町

　
11
月
４
日
、氷
川
町
公
民
館
に
お
い
て
第
11
回「
次
世
代
」育
成
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ

れ
、町
内
の
教
育
関
係
者
や
保
護
者
、地
域
住
民
の
方
々
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
11
月
５
・
６
日
、第
12
回
氷
川
町

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
日
に
氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
芸
能
の
部
で
は
、町
内
の

保
育
園
、小
中
学
校
や
各
種
団
体
・

個
人
が
、吹
奏
楽
・
太
鼓
な
ど
の
演

奏
、太
極
拳
、ダ
ン
ス
、日
舞
、コ
ー
ラ

ス
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。見
事
な

演
技
に
、会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、竜
北
体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、

２
日
間
に
わ
た
り
作
品
展
示
が
行
わ

れ
、さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
会
場
に
ず

ら
り
と
並
び
ま
し
た
。趣
向
を
凝
ら

し
た
作
品
に
訪
れ
た
人
た
ち
は
、足

を
止
め
、じ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
て
い
ま

し
た
。

文
化
の
祭
典

第
12
回
氷
川
町
文
化
祭
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氷
川
町
の
平
成
27
年
度
決
算
に

基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金

不
足
比
率
は
次
の
と
お
り
で
、い
ず

れ
の
指
標
に
つ
い
て
も
早
期
健
全

化
基
準
、財
政
再
生
基
準
を
下
回

り
健
全
な
状
況
と
い
え
ま
す
。

　
な
お
、公
表
す
る
指
標
は
、①
実

質
赤
字
比
率
、②
連
結
実
質
赤
字

比
率
、③
実
質
公
債
費
比
率
、④
将

来
負
担
比
率
、⑤
資
金
不
足
比
率

の
５
つ
で
す（
①
～
④
を
総
称
し
て

健
全
化
判
断
比
率
と
言
い
ま
す
）。

【
用
語
解
説
】

実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
な
ど（
氷
川
町
の
場

合
は
一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
、介
護
保
険
特
別
会
計
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）の

実
質
収
支
額（
歳
入
と
歳
出
の
差

引
）が
赤
字
と
な
っ
た
場
合
、標
準

財
政
規
模（
※
①
）に
対
す
る
赤
字

の
割
合
。家
計
に
例
え
る
と
、年
収

に
占
め
る
年
間
の
赤
字
の
割
合
と

い
え
ま
す
。氷
川
町
の
一
般
会
計
な

ど
に
お
い
て
赤
字
は
生
じ
て
い
な

い
た
め
、実
質
赤
字
比
率
は
発
生

し
ま
せ
ん
。

※
①
標
準
財
政
規
模
：
自
治
体
が

通
常
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
必
要
な
経
常
的
な

一
般
財
源
を
ど
の
程
度
も
っ
て

い
る
の
か
を
表
す
指
標
で
地
方

税
や
普
通
交
付
税
な
ど
を
合
算

し
た
も
の
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

（
全
て
の
会
計
の
実
質
赤
字
の
比
率
）

　
町
の
全
て
の
会
計（
実
質
赤
字

比
率
の
会
計
に
公
営
企
業
会
計
の

下
水
道
特
別
会
計
、宅
地
開
発
事

業
特
別
会
計
を
加
え
た
も
の
）の
赤

字
額
と
黒
字
額
を
合
算
し
て
赤
字

と
な
っ
た
場
合
、標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
赤
字
の
割
合
。実
質
赤
字

比
率
と
同
様
に
氷
川
町
の
公
営
企

業
会
計
で
も
赤
字（
資
金
不
足
）は

生
じ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、連
結
実
質

赤
字
比
率
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

実
質
公
債
費
比
率

（
公
債
費
な
ど
の
比
重
を
示
す
比
率
）

　
町
の
一
般
会
計
の
支
出
の
う
ち
、

借
入
金（
地
方
債
）の
返
済
額
お

よ
び
こ
れ
に
準
じ
る
額（
一
部
事
務

組
合
へ
の
負
担
金
、公
営
企
業
会

計
に
対
す
る
繰
出
金
の
う
ち
借
入

金
の
返
済
に
充
て
た
と
認
め
ら
れ

る
分
な
ど
）の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
割
合
で
、３
か
年（
25
～
27

年
度
）の
平
均
値
。家
計
に
例
え
る

と
、年
収
に
占
め
る
年
間
の
借
金

返
済
額
の
割
合
と
言
え
ま
す
。

将
来
負
担
比
率

（
借
入
金
残
高
の
ほ
か
将
来
負
担
す
べ

き
実
質
的
な
負
債
を
捉
え
た
比
率
）

　
町
の
一
般
会
計
な
ど
が
将
来
的

に
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
実

質
的
な
負
債（
借
入
金
の
返
済
な

ど
）に
あ
た
る
額（
将
来
負
担
額
）

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割

合
。家
計
に
例
え
る
と
、負
債
の
残

高
が
年
収
の
何
年
分
に
相
当
す
る

か
を
示
し
た
割
合
と
言
え
ま
す
。

こ
の
比
率
が
高
い
場
合
、将
来
こ
れ

ら
の
負
担
額
を
支
払
う
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、今
後
の
財
政
を
圧

迫
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。

資
金
不
足
比
率

（
公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足
額

の
比
率
）

　
公
営
企
業
会
計
に
お
け
る
資
金

不
足
額（
※
②
）の
事
業
規
模（
※

③
）に
対
す
る
割
合
。氷
川
町
で

は
、下
水
道
事
業
特
別
会
計
、宅
地

開
発
事
業
特
別
会
計
が
対
象
と
な

り
ま
す
が
、い
ず
れ
の
会
計
に
お
い

て
も
資
金
不
足
額
は
生
じ
て
い
な

い
た
め
、資
金
不
足
比
率
は
発
生

し
ま
せ
ん
。

※
②
資
金
不
足
額

一
般
会
計
な
ど
の
実
質
赤
字
に

相
当
す
る
も
の
と
し
て
、公
営

企
業
ご
と
に
算
定
し
た
額
。

※
③
事
業
規
模

料
金
収
入
な
ど
主
た
る
営
業
活

動
か
ら
生
じ
る
収
益
な
ど
に
相

当
す
る
額
。

早
期
健
全
化
基
準

　
自
治
体
の
財
政
規
模
に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ

か
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上
の
場

合
は「
早
期
健
全
化
段
階
」と
な

り
、自
主
的
な
改
善
努
力
に
よ
る

財
政
健
全
化
計
画
を
定
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

財
政
再
生
基
準

　
自
治
体
の
財
政
規
模
に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ

か
が
財
政
再
生
基
準
以
上
の
場
合

は「
財
政
再
生
段
階
」（
従
来
の
財

政
再
建
団
体
）と
な
り
、財
政
再

生
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。ま
た
、こ
の
計
画
に
つ
い
て

は
総
務
大
臣
の
同
意
が
必
要
と
な

り
、国
が
強
く
財
政
運
営
に
関
与

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、一
部

を
除
き
、地
方
債
の
発
行
が
で
き

な
く
な
っ
た
り
、税
金
や
公
共
料
金

の
増
額
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
見
直

し
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
財
政
課 

財
政
係

　
☎
52
・
５
８
５
０（
直
通
）

平
成
27
年
度
決
算
に
基
づ
く

　
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
公
表

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
、地
方
公
共

団
体
は
、毎
年
度
、実
質
的
な
赤
字
や
外
郭
団
体
を
含
め
た
実
質
的
な
将
来

負
担
な
ど
に
係
る
指
標（「
健
全
化
判
断
比
率
」）と
、公
営
企
業
ご
と
の
資
金

不
足
率（「
資
金
不
足
比
率
」）を
議
会
に
報
告
し
、公
表
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

【健全化判断比率】

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

健全化判断比率 －％ －％ 8.3％ 20.1％

早期健全化基準 15.00％ 20.00％ 25.0％ 350.0％

財政再生基準 20.00％ 40.00％ 35.00％

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「―」と表示しています。 

【資金不足比率】

特別会計
の名称

資金不足
比率

下水道事業
特別会計 －％

宅地開発事業
特別会計 －％

※資金不足額がないため、資金不
　足比率は「―」と表示しています。

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
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０
歳
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
ま
で
の

乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
の
方
の
就
労
や
、病

気
の
た
め
に
、昼
間
乳
幼
児
の
保
育
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、保
護
者
に
代
わ
っ

て
保
育
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
保
護
者
や
家
庭
が
次
の
い
ず
れ
か
の
事

情
に
該
当
す
る
場
合
で
す
。

①
就
労

家
庭
内
外
で
日
常
の
家
事
以
外
の
仕
事

を
す
る
場
合

②
妊
娠
中
で
あ
る
か
出
産
後
間
も
な
い
場
合

母
親
が
出
産
間
近
で
あ
る
か
、出
産
後

間
も
な
い
場
合

③
保
護
者
の
病
気

病
気
、け
が
、心
身
に
障
が
い
が
あ
る
場
合

④
病
人
の
看
護

同
居
の
親
族（
長
期
入
院
な
ど
を
し
て
い

る
親
族
を
含
む
）を
常
時
看
護
し
て
い
る

場
合

⑤
災
害
復
旧

家
庭
が
、火
災
、風
水
害
、地
震
な
ど
の

災
害
を
受
け
、そ
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い

る
場
合

⑥
父
母
が
求
職
中

原
則
３
か
月
と
な
り
ま
す
。長
期
間
の

求
職
に
な
る
場
合
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な

ど
の
公
的
な
証
明
が
必
要
で
す
。

⑦
学
生
な
ど

学
校
な
ど
に
在
学
中
若
し
く
は
職
業
訓

練
を
受
け
て
い
る
場
合

⑧
虐
待
・
Ｄ
Ｖ

児
童
虐
待
を
行
っ
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
。配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
よ
り
、保
育

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

⑨
育
児
休
業

育
児
休
業
中
で
、育
児
休
業
に
係
る
子

ど
も
以
外
の
保
育
が
引
き
続
き
必
要
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

　
両
親
の
就
労
時
間
の
状
況
な
ど
で
、保

育
時
間
の
認
定
を
受
け
ま
す
。

◆
保
育
標
準
時
間

　（
保
育
時
間
が
最
長
で
１
日
11
時
間
）

両
親
の
就
労
時
間
が
月
１
２
０
時
間
以

上
、妊
娠
・
出
産
、災
害
復
旧
、虐
待
・
Ｄ

Ｖ
な
ど
。

◆
保
育
短
時
間

　（
保
育
時
間
が
最
長
で
１
日
８
時
間
）

両
親
の
就
労
時
間
が
月
１
２
０
時
間
未

満
、求
職
活
動
中
、育
児
休
業
中
な
ど
。

　　
12
月
１
日
㈭
～
12
月
28
日
㈬

　
氷
川
町
役
場
町
民
環
境
課
、宮
原
振
興

局
総
務
振
興
課
、ダ
ー
ナ
保
育
園
、月
乃
輪

保
育
園
、東
光
保
育
園
、吉
野
保
育
園
、宮

原
慈
光
保
育
園
、ひ
か
わ
保
育
園
、常
葉
保

育
所

①
施
設
型
給
付
費
・
地
域
型
保
育
給
付
費

等
支
給
認
定
申
請
書

申
請
書
の
両
面
を
記
入
く
だ
さ
い
。

児
童
１
人
に
つ
き
１
枚

②
障
害
者
手
帳
写
し
、診
断
書

本
人
、同
居
者
が
障
が
い
者
、保
護
者
の

病
気
な
ど
で
利
用
希
望
の
場
合

③
雇
用（
雇
用
予
定
）証
明
書

新
規
に
利
用
を
申
請
さ
れ
る
方
と
転
職

な
ど
で
本
年
度
と
状
況
が
変
わ
っ
た
方

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、申
請
時
に
一

緒
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

④
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書

新
規
に
利
用
を
申
し
込
ま
れ
る
方
で
、平

成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方

は
保
育
料
の
決
定
の
た
め
に
必
要
で
す
。

※
②
③
④
は
１
世
帯
に
つ
き
１
組
必
要
で
す
。

　
申
込
を
い
た
だ
い
て
か
ら
す
ぐ
に
各
保

育
園
と
の
入
園
調
整
を
行
い
ま
す
の
で
、保

育
園
利
用
の
決
定
に
つ
い
て
は
２
月
中
に

保
護
者
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

　
な
お
、町
外
保
育
園
を
希
望
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、保
育
園
所
在
の
市
町
村
と
の
協

議
に
な
り
ま
す
の
で
、ど
う
し
て
も
町
内
保

育
園
よ
り
も
決
定
が
遅
く
な
り
、３
月
中

旬
く
ら
い
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
希
望
者
多
数
の
た
め
希
望
す
る
保
育
園

の
利
用
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
保
護
者
の
前
年
分
の
住
民
税
所
得
割
額

で
８
月
分
ま
で
の
負
担
額
を
決
定
し
、９

月
以
降
は
当
年
分
の
住
民
税
所
得
割
額
で

負
担
額
を
決
定
し
ま
す
。

　
き
ょ
う
だ
い
同
時
に
２
人
以
上
入
園
さ

れ
る
場
合
は
、２
人
目
は
半
額
、３
人
目
は

無
料
に
な
り
ま
す
。

　
公
立
保
育
所
、私
立
保
育
園
共
に
利
用

来
年
度
の
入
園
児
を
募
集
し
ま
す

平
成
29
年
度
保
育
園
入
園
申
し
込
み
の
ご
案
内

　
保
育
の
認
定
申
請
お
よ
び
保
育
施
設
利
用
申
込
申
請
を
次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、期
限
ま
で
に
提
出
く
だ
さ
い
。

保
育
園
と
は

受
付
期
間

必
要
書
類

申
請
書
の
備
え
付
け
と
提
出
先

利
用
者
負
担
額（
保
育
料
）の
算
定
方
法

入
園
で
き
る
児
童

保
育
時
間
の
認
定

結
果
の
通
知
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者
負
担
額
の
算
定
方
法
は
同
じ
で
す
。

　
町
で
は
口
座
振
替
納
入
を
勧
め
て
い
ま

す
。口
座
振
替
は
、毎
月
25
日（
金
融
機
関

な
ど
が
休
み
の
場
合
は
翌
営
業
日
）で
す
の

で
、前
日
ま
で
に
残
高
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。口
座
振
替
依
頼
書
は
氷
川
町
役
場 

町

民
環
境
課
お
よ
び
宮
原
振
興
局 

総
務
振

興
課
、町
内
の
保
育
施
設
、町
内
の
金
融
機

関
に
あ
り
ま
す
。記
入
後
、金
融
機
関
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、保
育
園
に
入
園
中
で
、来
年
も
継

続
し
て
入
園
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は「
現

況
届
兼
施
設
利
用
申
込
書
」の
提
出
が
必

要
で
す
。こ
の
場
合
、就
労
状
況
に
変
更
が

な
け
れ
ば
雇
用
証
明
書
は
提
出
不
要
で

す
。

　
年
度
途
中
の
認
定
申
請
お
よ
び
利
用

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、随
時
受
け
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、原
則
と
し
て
、申
し
込
み

順
で
認
定
お
よ
び
利
用
決
定
を
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、利
用
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
詳
し
く
ご
相
談
さ
れ
た
い
場
合
は
、お
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
町
民
環
境
課 

町
民
環
境
係

　
☎
52
・
５
８
５
１（
直
通
）

【
町
内
の
保
育
施
設
】

○
公
立

　
常
葉
保
育
所
　
　
☎
62
・
２
２
３
２

○
私
立

　
ダ
ー
ナ
保
育
園
　
☎
62
・
２
０
１
０

　
月
乃
輪
保
育
園
　
☎
52
・
１
５
６
８

　
東
光
保
育
園
　
　
☎
52
・
１
８
２
３

　
宮
原
慈
光
保
育
園
☎
62
・
４
４
３
５

　
吉
野
保
育
園
　
　
☎
62
・
４
１
３
０

　
ひ
か
わ
保
育
園（
小
規
模
保
育
事
業
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
62
・
４
１
５
１

利
用
者
負
担
額
の
納
入

在
園
児
の
場
合

年
度
途
中
の
入
園
申
し
込
み

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
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次
の
要
件
を
備
え
る
も
の

①
土
地
・
家
屋
以
外
の
事
業
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産

②
鉱
業
権
、漁
業
権
、特
許
権
そ

の
他
の
無
形
減
価
償
却
資
産

で
な
い
こ
と

③
減
価
償
却
額
ま
た
は
減
価
償

却
費
が
、法
人
税
法
ま
た
は

所
得
税
法
の
規
定
に
よ
る
所

得
の
計
算
上
損
金
ま
た
は
、

必
要
な
経
費
と
し
て
参
入
で

き
る
も
の（
耐
用
年
数
１
年

未
満
ま
た
は
そ
の
取
得
価
格

が
10
万
円
未
満
で
一
時
に
損

金
に
算
入
す
る
も
の
お
よ
び

20
万
円
未
満
で
一
括
し
て
３

年
間
で
償
却
を
行
う
も
の
を

除
く
）

④
自
動
車
税
や
軽
自
動
車
税
の

対
象
で
あ
る
車
両
な
ど
で
な

い
こ
と
。

　　
家
屋
の
屋
根
や
遊
休
地
な
ど

に
設
置
さ
れ
た
業
務
用
の
太
陽

光
発
電
設
備
は
、余
剰
売
電
・

全
量
売
電
を
問
わ
ず
、固
定
資

産（
償
却
資
産
）の
申
告
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
10
ｋ
ｗ
以
上
の
太
陽
光
発
電

設
備
は
、す
べ
て
事
業
用
と
み

な
さ
れ
、申
告
対
象
と
な
り

ま
す
。※
事
業
用
と
住
宅
用

の
双
方
に
利
用
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、利
用
割
合
に
関
わ

ら
ず
発
電
設
備
の
す
べ
て
が

申
告
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
償
却
資
産
の
評
価
は
、取
得

価
格
を
基
礎
と
し
て
、取
得
後

の
経
過
年
数
に
応
ず
る
価
値
の

減
少（
減
価
）を
考
慮
し
て
評
価

し
ま
す
。減
価
償
却
の
方
法
は

定
率
法
で
、算
式
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
前
年
中
に
取
得
さ
れ
た
償
却

資
産
の
評
価

取
得
価
額
×
（
１ｰ

減
価
率

／
２
）

②
前
年
前
に
取
得
さ
れ
た
償
却

資
産
の
評
価

前
年
度
の
評
価
額
×
（
１ｰ

減
価
率
）

※
求
め
た
額
が
（
取
得
価
額
×

５
／
１
０
０
）
よ
り
小
さ
い

場
合
は
、
そ
の
求
め
ら
れ
た

額
を
価
格
と
し
ま
す
。

　
評
価
額
を
課
税
標
準
額
と
し

て
、
次
の
算
式
に
よ
り
税
額
を

算
定
し
ま
す
。

課
税
標
準
額
×
税
率
（
１
・
４
％
）

※
償
却
資
産
に
つ
い
て
の
課
税

標
準
額
の
合
計
が
１
５
０
万

円
に
満
た
な
い
場
合
は
、
償

却
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産

税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
町
で
把
握
し
て
い
る
事
業
者

は
、12
月
下
旬
に
申
告
書
を
送

付
し
ま
す
。平
成
28
年
中
に
新

規
に
事
業
を
開
始
さ
れ
た
人

は
、本
年
中
に
取
得
さ
れ
た
償

却
資
産
の
全
て
を
申
告
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）申
告
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
に
、土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産（
総
称
し

て「
固
定
資
産
」）を
所
有
し
て
い
る
人
が
、そ
の
固
定
資
産
の
価
格
を
も

と
に
算
定
さ
れ
た
税
額
を
、そ
の
固
定
資
産
の
所
在
す
る
市
町
村
に
納

め
る
税
金
で
す
。

　
償
却
資
産
と
は
、事
業
で
用
い
る
資
産（
構
築
物
、機
械
、器
具
、備
品

な
ど
）の
こ
と
を
い
い
ま
す
。償
却
資
産
の
所
有
者
は
、資
産
の
所
在
す

る
市
町
村
に
毎
年
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

忘
れ
ず
に
申
告
を

【お問い合わせ先】税務課 資産税係　☎５２-５８５３（直通）

課
税
対
象

太
陽
光
発
電
設
備

償
却
資
産
の
評
価

税
額
の
算
定

税
額
の
算
定

設置者 10ｋｗ以上 10ｋｗ未満

個人
（住宅用）

事業用資産となり
申告対象

住宅用設備となり
申告対象外

個人
（事業用）
法人設置

事業用資産となり申告対象

主な業種の償却資産の例

農 業
ビニールハウス、加温機、ヒートポンプ、
家畜用設備、サイロ、畦畔コンクリート、
農薬散布用ヘリコプター、器具、その他
農業用機械など
※トラクターやコンバ
インなどの小型特殊
自動車に該当するも
のは対象外

飲食業
借用店舗の内部造作、カウンター、テー
ブル、椅子、レジスター、看板、冷凍冷蔵
庫、厨房設備、自動
販売機、ネオン、サ
イン、カラオケな
ど

理・美容業
看板、洗面設備、理・
美容椅子、消毒殺菌
器、ドライヤー、赤外
線灯、湯佛器、はさ
み、パーマ器、サイン
ポールなど

不動産貸付業
門扉、塀、緑化施設な
どの外構工事、駐車
場舗装、受変電設備、
中央監視制御装置、
外灯など
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心と体の健康づくり ひかわスポーツクラブだより!!

教室情報

新 刊 図 書

開館時間
平　日　10時～18時　木曜　10時～20時
土日曜　10時～17時
休館日
月曜・祝日　※詳しくはスタッフにお尋ねください。

【お問い合わせ先】  八火図書館　☎62-3489　  http://www.hikawa-lib.jp/info/hakka/

　
平
成
28
年
も
後
１
ヶ
月
‼
今
年
の
目
標
は
達
成

で
き
ま
し
た
か
？
熊
本
地
震
を
経
験
し
氷
川
町
で

も
仮
設
住
宅
で
年
を
越
え
ら
れ
る
方
も
い
る
と
思

い
ま
す
。
何
か
必
要
な
事
が
あ
れ
ば
、
当
ク
ラ
ブ

は
様
々
な
業
種
の
復
興
支
援
団
体
と
繋
が
っ
て
い

ま
す
の
で
気
軽
に
声
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
で
は
よ
い
お
年
を
！

八

火

図

書

館
だ
よ
り

一般書 児童書
「火災調査官」

（福田　和代）
「十二支のおもちつき」

（すとう　あさえ）

「まことの華姫」
（畠中　恵）

「パンダなりきりたいそう」
（いりやま　さとし）

「黒い紙」
（堂場　瞬一）

「くじらのくじらん」
（市川　宣子）

「家事をラクにする収納」
（梶ヶ谷　陽子）

「ライバル・オン・アイス」
（吉野　万理子）

「蜜蜂と遠雷」
（恩田　陸）

「王様に恋した魔女」
（柏葉　幸子）

「生姜ココア健康法」
（平柳　要）

「赤い糸」
（うさ）

「契約書の見方・作り方がよくわかる本」
（秀和システム）

「遺品は語る」
（赤澤　健一）

【お問い合わせ先】
氷川町文化センター内　ひかわスポーツクラブ事務所　
☎:52-5860　FAX:52-7060　齋藤

クラブの取組は公式facebookより　『ひかわスポーツクラブ』で検索

融和・健康・地域の元気づくり

子どもスポーツ教室
（対象：年少～小３）
◆日　程：12月4日、11日（日）　 
◆時　間：10時～11時30分　
◆会　場：すぱーく竜北　
◆費　用：クラブ会員無料
　　　　  会員外500円

骨盤体操・ヨガ教室（対象：中学生以上）
◆日　程：12月3日、17日（土）　　 
◆時　間：骨盤体操9時30分～10時20分
　　　　　ヨガ10時30分～12時　
◆会　場：氷川町公民館和室　
◆費　用：各教室　  1,000円
　　　　 セット割り1,700円

大人のダンススクール
（対象：どなたでも参加できます）
◆日　程：12月7・14・21・28日（水）
◆時　間：20時～21時
◆会　場：野津交流館　
◆費　用：500円

※最新情報はひかわスポーツクラブで検索！

バドミントン
◆会　場：氷川中学校体育館　
◆時　間：19時30分～21時

12月の教室変更情報

　
師
走
に
入
り
、平
成
28
年
も
終
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。今
年
も
多
く
の
話

題
作
が
生
ま
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
こ
の

一
年
の
読
書
を
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。八
火
図
書
館
で
は
今
年
受
賞
し
た

図
書
を
揃
え
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
、も

う
読
ま
れ
ま
し
た
か
。

◦
こ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
が
す
ご
い
大
賞

　『
王
と
サ
ー
カ
ス
』（
米
澤
穂
信
）

◦
料
理
レ
シ
ピ
大
賞

　『
つ
く
お
き
』（
ｎ
ｏ
ｚ
ｏ
ｍ
ｉ
）

◦
本
屋
大
賞
　
大
賞

　『
羊
と
鋼
の
森
』（
宮
下
奈
都
）

◦
本
屋
大
賞
　
２
位

　『
き
み
の
膵
臓
が
た
べ
た
い
』

　（
住
野
よ
る
）

◦
芥
川
賞

　『
コ
ン
ビ
ニ
人
間
』（
村
田
沙
耶
香
）

◦
直
木
賞

　『
海
の
見
え
る
理
髪
店
』（
荻
原
　
浩
）

※
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
に
役
立
つ
料

理
の
本
も
と
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
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▲同級生3人でポーズ！左から古閑さん、伊藤さん、木村さん

▲藤本　将輝さん

▲上村　直也さん

▲佐々木　一暁さん

▲宮﨑　雄也さん

出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

激
励
会

　
10
月
18
日
お
よ
び
11
月
８
日
、氷
川
町

役
場
庁
議
室
に
お
い
て
激
励
会
が
行
わ
れ

報
奨
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
場
選
手
、大
会
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は

次
の
通
り
で
す
。

【
大
会
名
】

　
第
33
回
全
九
州
小
学
生

　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

【
出
場
者
】

　
藤ふ
じ
も
と本

　
将ま
さ
き輝
さ
ん

　（
宮
原
小
学
校
３
年
・
早
尾
南
）

【
大
会
名
】

第
67
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大

会
大
阪
大
会（
農
業
鑑
定
競
技
会
　
園

芸
の
部
）

【
出
場
者
】

　
上う
え
む
ら村

　
直な
お
や也
さ
ん

　（
八
代
農
業
高
等
学
校
２
年
・
栫
）

【
大
会
名
】

　
第
36
回
九
州
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

【
出
場
者
】

　
木き
む
ら村

　
心こ
こ
ろさ
ん

　（
熊
本
工
業
高
等
学
校
２
年
・
高
塚
）

【
大
会
名
】

　
第
18
回
全
日
本
高
等
学
校

　
　
　
吹
奏
楽
大
会
in
横
浜

【
出
場
者
】

　
伊い

と
う藤

　
詩し

お
り織

さ
ん

　（
八
代
白
百
合
学
園
２
年
・
柳
の
江
）

　
古こ

が閑
　
彩あ
や
な奈
さ
ん

　（
八
代
白
百
合
学
園
２
年
・
中
大
野
）

【
大
会
名
】

　
第
４
回
全
国
シ
ニ
ア

　（
40
歳
以
上
）サ
ッ
カ
ー
大
会

【
出
場
者
】

　
佐さ

さ

き
々
木
　
一か
ず
あ
き暁さ
ん（
中
大
野
）

【
チ
ー
ム
】

　
肥
後
シ
ニ
ア
Ｆ
Ｃ

【
大
会
名
】

　
第
20
回
九
州
高
等
学
校

　
　
新
人
柔
道
大
会（
個
人
81
㎏
級
）

【
出
場
者
】

　
宮み
や
ざ
き﨑

　
雄ゆ
う
や也
さ
ん

　（
八
代
高
等
学
校
２
年
・
新
村
北
）




